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地域活動を取り巻く変化と課題
私たちが住む平塚市の人口は2010年代後半から減少しはじめ、世帯あたりの人員が減る核家族化が進
み、本格的な高齢化が進む中で後期高齢者も増加しています。そこへコロナ禍により、これまで行われて
きた地域の活動や行事などの自粛を余儀なくされたことで、地域活動の意義や地域のつながりを再考す
るきっかけとなりました。
そこで、地域の人たちがこれからの時代を見据えつつ、自分たちの地域・まちの在り方を共に考え、共に
行動し、安全・安心、健康・元気につながる様々な活動に取り組むヒントになるように「ひらつか地域活
動の仕組みづくりnote」を作成しました。
地域活動を進めるにあたっては、歴史や環境、関わる人々など背景は様々であり、その方法に正解はあり
ません。このnoteがこれからの地域活動の参考になれば幸いです。

ひらつか地域活動の仕組みづくりnote  とは？
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地域活動の仕組みづくりヒント事例

これからの地域・まちづくりの共創にむけて
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出所：平塚市「平塚市人口ビジョン（2024年2月改訂）」

本市の人口の推移

【備考１】2020年までは、総務省「国勢調査」を基に作成

【備考２】2025年からは、本市独自推計を基に作成

年齢3区分別にみると、生産年齢人口（15歳から64歳までの人口）は1995年をピークに
減少傾向に転じる一方で、老年人口（65歳以上の人口）は2002年に年少人口（15歳未満
の人口）を上回り、2040年頃には高齢者の総数がピークに達すると見込まれます。

また、核家族化も進み、2020年にはすでに全世帯の35％が単独世帯です。高齢者のみの
世帯もすでに22％を超え、2030年には全世帯の1/4になると推計されています。

平塚市の人口（2020年25.7万人）は、2010年をピークに減少傾向に転じており、近年、
転入超過による社会増が続いていますが、20年後の2040年頃には1985年頃と同じ23万
人規模になると推計されています。
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社会教育を担う公民館は、1960年代の健康・ス
ポーツ振興の活動、環境美化、青少年健全育成
の関連団体の発足と相まって、地域交流、生涯
学習等、様々な地域活動の拠点として大きな役
割を果たしていきました。
平塚市の25ある地区公民館は、概ね小学校区に
一つ立地しており、他都市に類をみない特 徴と
いえます。

1970年代に入り、自治会・町内会の相互連絡と活動強化を目的とし
た平塚市自治会連絡協議会が発足（1973年）し、地区公民館と同様に
概ね現在の小学校区に一つ、27の連合自治会が組織化されました。

地
域
活
動
の
変
化
と
課
題

地域は様々な集団（コミュニティ）の集合体で成立しています。古くは集落の中心であった
お寺や神社を基盤としたつながりから、農業を中心とした共有財産を守る組織が生まれ、
社会経済の変化とともに商業や生活支援など産業活動を基盤とするつながりの組織がで
き、地域の人たちとともに暮らしの安全を守り、活力を育んできました。

その後も市街地でのマンションの建設や、子育て世代が増えていく中で、バブル期の1990
年代前後には人々の意識が住環境や暮らしの充実に向き始め、ごみ減量、防犯防災に関連
する団体が相次いで発足していきました。

そして2000年代に入ると、家族の中だけでは介護がしにくい状況が大きな社会課題にな
りはじめ、地域で支え合う仕組みの構築と相まって、町内福祉村をはじめ、地域福祉・地
域ケアの関連団体等の活動団体が生まれてきました。

また、東日本大震災や各地での豪雨災害など、甚大な災害を身近に感じるようになり、防災
を担う市民活動団体の発足や企業の協力、自主防災組織の設立や緊急時の支え合い、共助
の仕組みづくりが進められています。　

平塚市では第2次世界大戦後の復興まちづくりが進み、人口増加に伴い市街地が拡大して
いく中で、新しい自治会・町内会も続々と生まれはじめ、須賀公民館を皮切り（1957年）に
1980年代までにほとんどの各地区公民館が開設されました。

2 ■地域活動の変化 主要地域活動・団体の推移

人口／世帯数
（万） 5.2／1.1

1951
七夕まつり
スタート

1952
自治会
組織化

1957
須賀公民館
開設

1958
食生活改善
推進員会
発足

1965
美化推進
委員会

1968
青少年
指導員設置
要網（旧）

1980
青少年
指導員設置
要網（新）

1997
地域教育力
ネットワーク
発足

2009
町内福祉村
発足

2013
地域包括
支援センター
発足

2012
地震防災マップ
津波ハザード
マップ発行

2021
ひらつか防災
ガイドブック
発行

1988
ごみ減量化
推進員会
発足

1962
体育振興会
発足

1985
平塚市・
東海大学の
包括連携
協定

1998
NPO法人
制度成立

2002
市民活動
推進条例
制定

2018
平塚市協働の
まちづくり
基金

1982
中央公民館
開設

12地区
公民館開設

6地区
公民館開設

4地区
公民館開設

2地区
公民館開設

1973
平塚市自治会
連絡協議会
発足

2006
自治基本
条例制定

2008
まちづくり
条例制定

1969
中央図書館
開設

1973
駅ビルラスカ
開業

1985
平塚球場
開設

1991
総合公園
開園

2003
市民活動
センター
開業

2010
花菜ガーデン
開園

2022
文化芸術
ホール
オープン

10.7／2.3 15.9／4.0 21.2／6.1 24.3／8.0 25.4／9.3 26.0／10.5 25.8／11.2

主要イベント

地域自治

公民館

協働活動

健康推進活動

環境・美化活動

青少年健全育成

福祉支援

防災対策

年代 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020

※1956〜57
　町村合併

※平塚市の情報提供により、まとめました

交流・生涯学習の役割から
地域活動の拠点へ

個別テーマ活動から
連携活動推進の場へ

市民活動
推進補助金（ （
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2000年以降の高齢化の進行により、生産年齢人口が減少し、企業活動においても定年延
長や、定年後の再雇用の拡大等、前期高齢者が日常的に就労することが増えたことで、こ
れまで地域活動をけん引してきた世代が地域活動に携わる時間や役員のなり手候補が減
少しています。

また、地域活動デビューの場でもあるPTAについても核家族化と共働き世帯が大多数を
占めるようになり、活動の負担感から積極的に関わる人が減少していく傾向にあるため、
その後に地域活動団体の担い手になっていくというこれまでの図式は崩れつつあります。

加えて、コロナ禍による地域活動の自粛が、これまでの住民同士のリアルでの対話や交流
の機会を奪い、各種行事の縮小化を招いたことで、もともとあった地域のつながりや支え
合いの“力”の弱体化を加速させていったといえます。

行政においてはこの間、高度経済成長期に整備された公共施設や社会基盤が更新時期を
迎えている上、歳入が減少傾向であるのに対し、社会保障のための費用が大幅に増加して
います。さらに、昨今の公共サービスの多様化により、かつてのような行政対応がとりにく
い面が見受けられます。

地域活動に携わる役員の方々からは、行事や取り組みだけでなく、活動組 織や団体の統
合、選出される役員の削減などの要望も聞かれます。

このような大きな転換期の中で、今後の社会構造の変化を見据え、これまでの地域活動の
内容や関わる担い手・体制、実施条件を前提にするのではなく、何のため、誰のための活動
かについて、「行政」「事業者」「住民」で共有し、それぞれの主体が得意な分野を活かし、
協力しながら、“共に地域・まちづくりを進めていく“必要があると考えます。

■地域活動の課題

地域・まちづくりはひとづくりというけれど・・・

お金

名誉

愛

きっかけ

つながり

きずな

仕組み

地域デビューでの楽しい出会い　

出会いの繰り返しからのなかまづくりへ　

認め合う、支え合う、助け合うなかまと活動の展開へ　　

持続性、組織性を持つ仕組みへ

引き算（－）

足し算（＋）

割り算（÷）

掛け算（×）

住む人、役員が負担や疑問を感じる活動を見直す　

楽しく、参画したくなる活動へ変えていく

運営は役員任せではなく、みんなで支え合い、助け合う　

色々な関係者の知恵と工夫で元気の持続性を創りだす

暮らすうえで必要不可欠ですね

社会のために務めたこと、活動したことへの感謝は大切ですね

大切なひと、こと、ものへの思い（愛情）が行動になっていきますね

地域を動かす力、人を動かす力って何だろう？

四則演算でこれからの地域活動を考えてみよう！

“きっかけ”が“つながり”に“きずな”に、そして “仕組み”に！

column
1
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地
域・
・
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
活
動

1

体育館・市民窓口センター併設の公民館（神田、金目、金田、旭南）

体育館併設の公民館（花水）※なぎさふれあいセンター内

市民窓口センター併設の公民館

上記施設が無い公民館

神田公民館2階に「平塚市北図書館」
崇善公民館2階に

「ひらつか市民活動センター」があります。

出典：平塚市教育委員会「平塚市公民館要覧」（2022）

私たちが暮らす地域・まちのことをどのような広がりから捉えていくとよいので
しょうか？
一般的には、義務教育である小学校での親世代のつながり、子どもの友達関係
からのつながりがいわゆる地域デビューとなり、地域の中の人として「自分た
ちの地域」、「わがまち」を意識する契機となることが多いようです。

小学校区は子どもたちが歩いて通える日常生活圏の広がりであり、いざという時も含めて
歩いて暮らせる徒歩圏であり、平塚市では自治・地域活動のまとまりとしての連合自治会
にほぼ対応しています。また、社会教育施設である地区公民館も概ね小学校区に1つ配置
されています。
そのような特徴を活かし、地区公民館については地域交流、生涯学習の場としての役割か
ら地域活動拠点としての役割がますます高まっていくと考えられます。

1960～70年代に発足した地域活動の各種団体もこのような単位を基本に組織化され、担
当役員を中心に各種活動が展開されています。
このような「わがまち意識を共有できる暮らしの基礎的な単位」を意識して、地域の課題
やこれからのまちの在り方を考えていくことが大切だと思います。
言い換えれば、地域活動団体が連携して協議し、新たな活動や実践の方向を探る場をつく
ることで、これからの地域・まちづくりを進めていく基盤が整い、共感も高まっていくもの
と考えます。

わがまちの課題を自分ごととして把握するためには、健康診断
のように、「今」と「これから」を知り、目標を持つことがポイン
トとなります。そのためには調べる（捉える）ことが必要です。
またその「調べる」過程においてもまずは身近な小学校区の単
位を見つめることが大切です。

■地域・まちづくりを考える単位は

地域活動のポイント
これからの

27連合自治会区域

中央公民館と25地区公民館

出所：平塚市自治会連絡協議会
　　 「自治会長ハンドブック」（2022） 大神

田村

四之宮

八幡

松原
崇善富士見

旭南

吉沢
土屋

金目

岡崎

金田

城島

横内

真土

大原

東中原
豊田

伊勢山

中原

南原

横内団地

旭北

港
花水

なでしこ

大神

神田
横内

大野

四之宮

須賀
花水

なぎさふれあいセンター
なでしこ

旭南

吉沢
土屋

金目

岡崎 城島

旭北

富士見

崇善

松原

中央

八幡大原

松が丘

豊田

中原

金田

南原
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私たちが暮らす地域がどんなまちになるとよいのでしょうか？
人生100年時代といわれるなかで「健康で安心して楽しく暮らしたい、住み続けたい」という願望は多くの
人にあるのではないでしょうか。しかし、地域によってその環境や歴史は様々です。自分たちが暮らす地
域・まちのことを知り、考えながらみんなの“想い”を共感できる「目標のことば」にして共有していくこと
が大切です。
そしてその目標を達成するための“手段”として「地域活動（地域環境の保全・向上、健康・文化交流、子育
て・福祉の支援、青少年健全育成、防犯・防災など）」の取り組みがあります。これまで地域活動はその
時々の社会環境や地域の人たちのニーズをもとにみんなで企画して運営されてきました。

高度経済成長期に増えていった様々な活動についても、これから人口が減少していく状況では、目標達成
に照らし合わせて個々の「活動」の意義や関係性（つながり）を再確認しつつ、その内容や支える人たち
のつながりを再検討していくことも重要だと考えます。

■地域・まちづくりの目標とその実現に向けた地域活動は?

これまでの「地域活動」は自治会をはじめとして、地域活動を推進する各種団体（体育振興会、青少年指導
員、PTAなど）の役員が中心となり、相互に協力し合う体制で取り組まれてきました。
しかしながら、地域全体としての行事や活動、様々な要請なども増加していく一方で、役員が負う責任や
多くの団体行事への協力など、負担感が増え、役員のなり手も固定化・高齢化するなど、課題が顕在化し
ています。
一方で、子育てやセカンドライフをきっかけに“楽しみ”や、“なかまづくり”などのために地域活動へ参画
する人たちも増えてきています。
今後は、これまでやってきたことをこれまでのようにやるのではなく、一度立ち止まって共感できる目標をどう
掲げ、そこに向けてどんなことを誰と一緒にやっていけるかを考えるための、知恵と工夫が求められています。

そのためには、これまでの活動の「仕組み」を再考し、楽しく地域活動に取り組める“体制”をいかにつく
るか、関係者が確認しながら進めていく“手順”をいかに整えていくか、そして、幅広い世代が関心を持
ち、参画したいと思ってもらえるためにどのような“方法”を活用するかがますます重要になってきている
と思われます。

■これからの地域活動の仕組みは？

地域活動 と仕組み

健康で安全な暮らし
住み続けたいまち

地域・まちづくりの目標（ビジョン）

目標達成のための活動

地域の人たちの“想い”をことばに！

「活動」のつながり、「団体／人」のつながりで目標達成に向かう！

● 地域活動

● 地域活動団体

● 地域に住む人・働く人

青少年育成
活動高齢者

支援活動

歴史伝統
継承活動

健康
交流活動

防災・防犯
活動環境美化

活動

コラボした
活動・イベント

地 域・まちづくりの目標の実現に向けた

知恵と工夫で機動性ある仕組みへ！

活動を支える仕組み

チーム
（体制）

プロセス
（手順）

ツール
（方法）
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地
域
活
動
の
仕
組
み
の
基
本
と
ポ
イ
ン
ト

2 コロナ禍の3年間は、平塚市の各地域でも、これまで「続ける」ことに重きを置かれていた
地域イベントや行事の在り方を見つめ直すきっかけとなり、行事の開催の有無、実施内容だ
けでなく、会議や情報共有の方法を工夫していく動きもみられるようになりました。

これからの地域活動に取り組んでいくうえでは、様々な世代の人たちが一緒に地域の目標
や活動を考え・実践していける「場」を設けていくことが重要になり、その場を構成する
「チーム（体制）づくり」が大切になってくると思います。
さらに、その「場」において、幅広く声を聞くことから始める「プロセス（手順）」に沿って、
より実効性ある「ツール（方法）」を活用しながら内容を確認・合意し、幅広い世代が賛同・
参画していけるように整えていくことが重要なカギを握っていると思います。
ここでは、それぞれについて、押さえておくポイントを考えてみます。

昨今、活発に地域活動に取り組んでいる地域では、従来の枠にとらわれず、楽しみ
ながら、つながりの大切さを実感できるような体制づくりを重視しています。

そのためのポイントとしては、わがまち／暮らしに何らかの関わりを持ちたいと思う
人たちへ声を掛け、幅広く意見を聞き、運営に反映させるなど、多くの方が参画で
きる“場”をつくっていくことが大切です。

地域の特性にもよりますが、これまでの地域活動の担い手は、地縁関係、年功や経
験重視により選出された役員が中心となり、決められた職務を分担して運営してい
くことが多かったように思います。時として、負担感を感じる方や任期以降は関わり
たくないという残念な声を聞くことがあります。

また、一部の地域団体役員に負担が集中するトップダウン型から、賛同者・共感者が
サポーターとして参画できるチーム協力型へ段階的に変えていく時期に来ています。

PTA活動や夏祭りのような親子で参加する機会をきっかけに地域活動に“楽しく”
関わっていこうと思える仕組み（地域デビュー）を考えていくことがますます重要に
なっています。

このような幅広い世代の意欲的なチームで様々な検討を進めることにより、行政と
の連携・協働につながっていくと思われます。

デビューの機会
なかまづくりの機会

チーム
（体制）

行政

地域住民
学生
企業
NPO

活動を進める「チーム（体制）」づくりのポイント

1

2

3

4

5

6

自治会

体育
振興会

社会福祉
協議会

PTA

青少年
指導員

町内
福祉村

活動チームA 活動チームB 活動チームC

［地域の目標や活動を考え・実践する「場」づくり］

● 地縁／年功／経験重視の役員選出、
　役職・責務の固定化

● 役員中心の企画運営による負担感

● 行政側への陳情・依存

● もうやりたくない感

これまで

● 若い人／新しい人／想いのある人の
　受入れと適性を活かす役割担当へ

● サポーター・ボランティアを
　含めたチーム型へ

● 行政との連携・協働へ

● またやりたい・協力したい感

これから
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● アンケート

● ヒアリング

● まち歩き

● ワークショップ

● ホームページ

● Facebook

● LINE

● X（旧ツイッター）

● Instagram

● 動画

実 感
共 感

❶ 聞く
住民、関係者の声、意見を把握する

これまでとこれから
現実と理想

❷ 共有する
声、意見、データ・情報、現地調査からの
課題を整理し、共有する

現状確認と見直し

❸ 掲げる
これからの目標や姿、方向性を掲げる

発信／周知
共感の醸成

❹ 取り組む
目標や方向性を共有し、みんなで取組む

やるべきこと／やりたいこと
楽しむための工夫

❺ 振り返る
効果と反省を確認する

飲食を伴う親睦会などの活用
わかりやすさ／親しみやすさ

地 域に住む人たちの世帯 構成、暮らし方や 価値観が変わっていく中では、改めて地 域の方々が
「自分ごと」として「共感・実感」できる「活動」であるかを再確認することが大切です。

活動に取り組む「プロセス（手順）」のポイント

1

地域に住む人達が地域情報を入手する手段は、紙媒体（回覧板、公民館だより配布等）から電子
媒体（インターネット、SNS等）が主流になりつつあり、これからは双方向型、参加型の仕掛けを
つくっていくことが重要です。

活動を伝える「ツール（方法）」のポイント

1

また、様々な地域の課題や良さを広く知ってもらい、取り組みについて共感を持ってもらうために
は、各プロセスに応じて、客観（データによる可視化）と実感（まち歩きのようなリアルな確認・体
感）により「自分ごと」化していくことも大切です。

2

さらに、幅広い年代の人たちで意見を交わすことにより新しい発想、参加意欲の向上につながって
いきます。3

すなわち、前例踏襲や担い手（役員）の思い込みではなく、そこに住む人たちの「多様な思いや声
を知る（P13 図1 ①②）」から再スタートし、「共感できる目標を立て（③）」、そのうえで「共に楽
しく参加したくなる取り組み（④）を探り出す」、そして「振り返り（⑤）」により参加者・関係者の
声を次回に活かすことが重要です。

2

● 若い世代の潜在的な声・ニーズの
　把握不足

● 役員や関係者中心の意見交換

● 前例踏襲を基本とするマイナーチェンジ

● ターゲット、目的等の共感共有の不足

● “楽しい感”のPR不足

これまで

● 幅広い世代の声を
　掘り起こすことからのスタート

● 参加してみよう、やってみよう感を
　促すテーマ、キャッチコピーでの PR

● 参加者からの楽しかったこと、
　残念だったことの声の振り返りと反映

これから

● 紙・活字ベースの「○○だより／
　ニュース」等、片方向の情報発信

● 自治会／登録世帯ベースの回覧・
　周知を基本とすることによる
　スピード感の不足

● 実感・臨場感の伝わり方の不足

これまで

● 電子媒体を活用したスピード感ある
　オープンな情報発信と幅広い周知

● 声を出しやすい、
　意見を言いやすい場づくり

● データの見える化、動画活用による
　わかりやすさ、実感しやすさ

これから

プロセス（手順） ツール（方法）

データの見える化

（図1）
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活動の負担を軽減する仕組み

柔軟性と機動性あるチームで運営していこうB 1

地域活動団体の役員になるとその活動の企画・運営に時間をとられることや様々な調整など、負担感が多い
と思われがちです。特定の人たちに依存することなく、幅広い世代の人たちで参加したくなる活動を再考して
いくことも大切になってくると思われます。

役員中心で運営する形から、地域の方々が協力し合う参加型へ移行していくことが大切です。世代にこだわらず、
特技、経験、人脈を活かせる役割分担、サロン的に運営し、経験、資格、やる気を活かしつつ、やれる範囲／でき
る内容で協力していけるように移行していくことも重要です。

ヒント

● サポーター方式で緩やかな自主運営にしていく

参考事例5（P.44） 「地域による子育て『やわた子ども村』」（やわた子ども村）

活動をチェックして、棚卸ししていこうB 2

参加者の声、スタッフ、サポーターの声を整理し、活動や行事が地域（住民）にとって効果があったか、共感を得
たかを確認し、継続するかどうかの検討や見直しを行うことが大切です。反省会でお茶を飲みながらの対話によ
り、率直な意見を出し合い、共有することで改善点を明確にしてアイデアを出していくことも有効です。

ヒント

● 対話を通じた棚卸しと新たな企画づくり

参考事例6（P.46） 「地域活動の見直し（組織・活動・行事の棚卸し）」

地域の声を聞き・活かしていく仕組み

世代を超えた声・潜在的な声を把握しよう

仕組みづくりヒント A 仕組みづくりヒント B

A1

暮らしの中での情報化はますます進化していくことが予想されます。私たちが暮らす地域「わがまち」につい
ては、良いことや気になること、これからへの想いについて生の声を聞き、実感し、そして共有することにより
地域活動を再考していくことが大切になってくると思われます。

地域に住む人たちの共感を得ながら活動に取り組むためには幅広い世代の声や日頃、地域行事への参加の機会
が少ない人たちの声を聞き出していくことが大切です。

ヒント

● 地域住民へのアンケート方式により幅広く声を聞く

参考事例1（P.36） 「暮らしと地域活動に関するアンケート」（横内連合自治会）

● イベント時のインタビュー方式により気軽に声を聞く

参考事例2（P.38） 「幅広く住民の声を聞くアンケート」（LaLa湘南平塚コモンズ自治会）

みんなで実感してみようA 2

幅広い声や想いを共有していくためには、実際に地域を見ていくことやこんなことが将来あり得るというリアル
な情報や客観的なデータの可視化を通じて実感していくことも大切です。

ヒント

● まち歩きを通じて良いところ、残念なところを探してみる

参考事例3（P.40） 「地域散策」（城島地区地域活動推進会議）

● 見える化して取り組む課題を具体化していく

参考事例4（P.42） 「津波防災への取り組み」（撫子原自治会）

（自治会・町内会、公民館、各種地域団体ほか）
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次の時代の担い手が参画する仕組み　　

活動状況を見える化して発信・周知してみようD1

30代以下の若い世代の地域情報へのアクセスは、回覧板・お知らせなどの紙媒体からHPさらにはSNSへと大
きく変わっています。楽しそう・参加したいと感じる活動の様子や企画内容を様々な媒体を活用し、発信して
いくことがますます大切になってくると思われます。

ヒント

● 見たくなる動画づくりに挑戦していく

参考事例9（P.52） 「動画で地域を元気に！」（崇善地区ちいき情報局）

参加側から企画・運営側へのレールをつくっていこうD 2

参加する側から企画・運営する側へつながる機会をつくるとともに、「楽しく」、「うれしく」感じられる仲間づく
りの発想が大切です。

ヒント

● 楽しく企画して、みんなでやってみよう

参考事例10（P.54） 
「愛着あふれる心ときめく街をめざして」

やりがいを感じられる仕組み

多世代で共有できる目標をつくろうC 1

これからの地域活動においては、必ずしもこれまでの活動内容にこだわらずに、参加する側だけでなく企画
運営する側の人たちも含めて、私たちが暮らす地域・まちをもっと元気に魅力的にしていくための目標をも
ち、やりがいを感じられるような活動へと再考していくことも大切になってくると思われます。

これからの目標設定にあたっては、地域の良さや課題を共有し
たうえで、世代や居住年数に関わらずみんなが良いと感じるこ
とや、個性的なところをより活かしていくアプローチが共感を
生み出していきます。

ヒント

● 地域の歴史や資源を活用しよう

参考事例7（P.48）

「歴史からの地域づくり」（土屋公民館）

目標を前提に取り組み・活動を企画しようC 2

掲げた目標に対してどのようになったら良いか、どんな効果をめざすかを共有していくことが大切です。目標に向
けて、みんなで継続的に取り組むうえで、その達成度や取り組みに対する地域の人たちの声を実感できることも
やりがいとなって好循環を生み出していくと思われます。

ヒント

● 地域住民のニーズに応えて活動しよう

参考事例8（P.50） 「地域住民の暮らしの足を支える仕組みづくり」

仕組みづくりヒント C

活動の臨場感、参加者の表情をわかりやすく伝え、賛同・共感を得るためには、文字だけでなく写真、動画へと
工夫していくことも大切です。

仕組みづくりヒント D

（須賀新田シニアクラブ）

（Brillia City横浜磯子自治会）
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多様な主体が共に工夫していく仕組み

Win-Winの関係をつくっていこうE 1

様々な地域課題に対応していくためには、その内容によって地域（住民）だけでなく、行政や学校・企業等と
の協力・連携のもとで工夫や試行を重ね、地域に合った新しい活動へと整えていくこと、いわゆる「共創」が
大切になってくると思われます。

共創の時代には、地域、行政、学校・企業等の関係者がそれぞれの立場を認め合い、知恵を出し合いながら、共
に行動していくことが重要です。

ヒント

● 多様な共創型での新しい取り組み

参考事例11（P.56） 「多様な主体の参画による地域・まちづくり」

多様な主体のアイデアの実験から実践へE 2

共感できる地域環境や地域資源を活かしていく個性的な取り組みにチャレンジし、実践へとつなげていくために
は、産官学民の連携・協働を進めていくことが効果的です。

ヒント

● 産官学民の連携で実践力アップ

参考事例12（P.58） 「地域資源を活かし、大学、民間と連携したまちづくり」 

行政
自治体

住民 学校
企業

● 現行制度内での柔軟な支援
● 新規事業化への試行

● 施設と技術の活用
● 新規ビジネス
● 地域貢献

● 自己責任と主体性
● 企画・実践

仕組みづくりヒント E

「これからの仕組みづくりの5つのヒント」について、参考になる取り組み12事例を紹介します。
各事例については、「仕組みづくり」の３つのポイント（チーム／プロセス／ツール）の特徴、取り組みを
実施するに至った「背景・目的」、「実施内容」について参考になる点を記載しました。

仕組みづくりヒント事例
地域活動の

①チーム（体制）、②プロセス（手順）、
③ツール（手法）のどのような点が参考
になるかを示しています

「取り組み」の内容、
「取り組み主体」に
 ついて示しています

取り組みを実施するに
至った「背景」と「目的」
を示しています

実施した内容について
工夫したり、留意した
「実施のポイント」を
示しています

参考となる資料や
取り組みの様子（写真）を
示しています

実施した内容の
「ねらい」について
示しています

仕組みづくりポイント

実施したことで分かった「効果」と「今後
の課題」について示しています

（愛知県岡崎市、龍田地区周辺住民組織、自治会、民間事業者、NPO等）

（湘南ひらつか・ゆるぎ地区活性化にむけた協議会）
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- 2.0  

0.0  

2.0  

4.0  
道路・河川の維持管理 

地域内の美化・環境保全 

ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝの確保、ﾙｰﾙの徹底 農地や河川の維持管理  

空き家・空き地の有効利用 

Q16：環境保全・美化 (全体) 

満足度 重要度 差 

 

0.0  

2.0  

4.0  

見守り、ﾊﾟﾄﾛｰﾙなど、防犯・
安全を支える活動 

防火・救命など、
消防活動  

避難訓練・連絡体制など、防災活動
 

見守りや登下校旗振りなど、
交通安全活動

 

Q16：防犯・防災(全体)  

満足度 重要度 差 

 仕組みづくり Point

暮らしと地域活動に関するアンケート

自治会活動、地域活動への参加者や協力者が減少かつ固定化している状況を鑑み、地域の様々な世代の人達が暮らし
や地域活動について感じていること、地域活動への参加・協力していく気持ちを持っているかを改めて聞いて、これから
の活動・行事、協力体制を検討するための基礎資料にしていきます。

地域活動への関心度や世代の違いにより意識や参画の可能
性に差異があるかを把握し、今後の情報発信の手段や、活動
の見直し点を共有する。

アンケートの依頼文

世代を超えた声・潜在的な声を把握しよう

背景・目的

実施内容

ねらい

● 団体役員だけでなく、地域活動に関心が少ない人
　 たちや若い世代の声を把握できた。

● ちいき情報局などのHPでの活動紹介と合わせて
　 アンケートを継続的に実施することが課題になる。

① アンケート対象
　 中学生以上の世帯全員

② アンケート設問の意図と活用
　 ● 情報発信・周知
　 　 →効果的なツール、オンライン活用確認
　 ● 地域の認識（良いところ）
　 　 →活かす資源／資産の確認
　 ● 地域活動への関与レベル、満足度と重要度
　 　 →これから必要とされる活動のチェック
　 ● 地域活動への参画の可能性
　 　 →担い手の発掘

実施のポイント

効果と今後の課題

アンケートの概要

見える化 ・ 説明の工夫（結果のグラフ化）

A

B

C

D

E

連合自治会中心に
各種団体の協力

1 チーム（体制） 2 プロセス（手順）

多世代に聞く
結果を共有する
目標を掲げる

3 ツール（方法）

住民アンケート
見える化（グラフ化）
HPからの発信

取り組み主体 ： 横内連合自治会

仕
組
み
づ
く
り
ヒ
ン
ト

A1

参考
事例 1

地域情報を得る媒体 地域活動への関心や参加希望

地域の活動・事業についての満足度・重要度

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17.4%  

29.0%  

70.9%  
78.6%  

91.5%  

74.9%  

39.1%  
45.2%  

31.6%  
25.7%  

11.1%  

23.7%  

0.0%  

20.0%  

40.0%  

60.0%  

80.0%  

100.0%  

10代 20代 30～49歳 50～69歳 70歳以上 全体 

Q7：地域情報を得る媒体 

     

     

回覧板 公民館だより 平塚市広報 ちいき情報局 ﾀｳﾝ誌 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ﾃﾚﾋﾞ ﾗｼﾞｵ SNS よこうち愛 井戸端会議 その他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17.4%  

6.7%  

15.5%  
11.7%  

24.3%  
16.9%  

26.1%  

40.0%  
43.7%  46.7%  49.3%  

45.5%  

0.0%  

10.0%  

20.0%  

30.0%  

40.0%  

50.0%  

60.0%  

10代 20代 30～49歳 50～69歳 70歳以上 全体 

Q11：地域活動への関心や、参加希望 

   
関心がある 関心がある 関心はない 関心はない

 

・全体では回覧板が75%と最多
・10～20代はインターネットでの情報取得が主
・30代以上は、広報ひらつか、公民館だより、タウン誌も利用

・「ゴミステーション確保／ルール徹底」の満足度は低く、重要度は非常に高い ・全体として、重要度に比べると現状の満足度は低い

・「関心があり、積極的に参加」は17%、70代以上、
　 次いで10代、30～49歳代
・「関心あるが積極的に参加」は46%、潜在的な参加可能性あり

問15）横内地域様々な活動・事業についてのあなたの満足度（今の取り組みに満足しているか）と、
　　   重要度（これからはこれが大切である）を、それぞれ5段階で評価してください。

※左の回答例のように、項目ごとに
  「満足度」と「重要度」の欄に1つずつ
　◯をつけてください。

 
 
 
          評価項目 
 
 
  活動・事業項目  

満足度 重要度   

満
足 

  

や
や
満
足 

  

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

  

や
や
不
満 

  

不
満 

  

重
要 

  

や
や
重
要 

  

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

  

重
要
で
は
な
い 

1．地域内の付き合いについて 〇      〇    
2．道路や河川の清掃など、地域内
の美化・環境保全について   〇    〇    

3．防火・救命・避難訓練・連絡体
制など、防災・消防活動について 

 〇    〇     

4．見回りなど、防犯・交通安全活
動について    〇   〇    

5．公園や公民館などの維持管理に
ついて   〇     〇   
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 仕組みづくり Point

LaLa 湘南平塚コモンズ自治会は多少距離が離れたマンションと戸建て住宅から構成され、それぞれの住環境や年齢層
に差があることから活動の内容や方法を工夫しています。イベントを中心に活動していますが、高齢者層の参加が少な
いことなどの課題もあり、これらの課題を解消して誰でも参加できるような活動を目指しています。

地域住民の声を幅広く聞くために、イベントに併せて簡単な
インタビュー・アンケートを実施し、今後の自治会活動へ反
映する。

（写真1）「防災＆ミニレク」イベント風景

世代を超えた声・潜在的な声を把握しよう

背景・目的

実施内容

ねらい

① 調査者及び回答者の双方に負担を掛けない
　 →自治会イベント開催に併せて実施（写真1）

② 回答者には気軽に回答してもらう
　→設問は３つ、回答は選択肢の中からこれと
　　思うものにシールを貼付ける方式（図１）（写真４）

　　※街角インタビューで見かけるもの

③ アンケート内容は身近で簡単なものに
　→「この場所の良いところ」「必要と思われること」
          などについて、直感で答えられるもの（図１）

④ 幅広く多くの人に答えてもらう
　→イベント会場にアンケートブースを設け、説明・
　　呼び込み者を用意（写真２）(写真３）

⑤ 結果のまとめ
　→グラフ化、見やすくして関係者と共有（図２）

検討・実施のポイント

イベント時に
気軽に声を聞く

1 チーム（体制） 2 プロセス（手順）

多世代に聞く
結果を共有する
目標を掲げる

3 ツール（方法）

インタビュー/シール表示
見える化（グラフ化）
HPからの発信

A1

（写真2）アンケート調査風景

（写真4）アンケート調査結果（写真3）アンケート調査風景

● 簡単な方法であり、調査者及び回答者の負担が少ない。
　 本事例の場合：準備1日、実施1日、まとめ1日

● 本例では回答者の大部分がイベント参加者であるので、
　 データに偏りが出る可能性がある。

協力者・団体 ： 平塚市協働推進課、東海大学、湘南NPOサポートセンター

効果と今後の課題

（図2）結果のグラフ化

（図1）設問と回答選択肢

1. 住まい地域の良いところは何ですか？
回答選択肢：8

2. 地域として必要と思われるのは何ですか？
回答選択肢：7

3. 自治会活動についてお聞きします。
回答選択肢：3

【回答例】 ２．地域として必要と思われることは何ですか？

■ 子ども対応（見守り、遊び場所、交流機会など）

■ 防災（訓練や避難場所など）

■ 安全・安心（登校の旗振り、パトロールなど）

■ 健康・交流（軽スポーツやゲームを通じた住民のふれあいなど）

子ども対応（22%）、防災（22%）、安全・安心（22％）が同率でトップ３である。安全・安心の内容としても子

どもに関することも含まれており、地域の関心事としては、子どもの安全・安心が最も大きいことが分かる。

高齢者対応（5％）が7つの選択肢の中で最も比率が低かった。

簡単な調査方法に向いている

詳細、多設問には向かない

幅広く住民の声を聞くアンケート
取り組み主体 ： LaLa湘南平塚コモンズ自治会

参考
事例 2

5%
9%

9%

11%

22%
22%

22%
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地域散策地図

 仕組みづくり Point

車中心の生活により、自分たちが住んでいる地域の魅力に気づく機会が少なくなっています。少子化・高齢化が進行
する中、次世代に残し、活かしていく資源や資産を実感し、これからの地域づくりのテーマや課題を幅広い世代で考
えるきっかけづくりにしていきます。

身近にあるが普段足を運ぶことのないスポットを多世代で散策する
ことで、これからの地域づくりをみんなで考えるきっかけとする。

みんなで実感してみよう

背景・目的

実施内容

ねらい

② スポットを結ぶルート上では田畑やハウスでの栽培作物、特産物など
　 の解説、富士山／大山などのビューポイントを準備しておく

① 気軽に楽しく参加してもらえるよう、親子や高齢者でも無理なく歩い
　 ていける範囲で語り合えるルートを設定し、意見を出しやすくする

③ 参加者に感想を聞き、地域の資源や資産を地域活性化にどのように
　 活かしていくと良いかの簡単なアンケートを実施する

検討・実施のポイント

公民館と里づくり事業
実行委員会

1 チーム（体制） 2 プロセス（手順）

多世代に聞く
結果を共有する

3 ツール（方法）

まち歩きでの実感
見える化（グラフ化）
HPからの発信

A2

散策スポットでの説明の様子

散策スポットに向かう様子
アンケート結果のグラフ化

効果と課題

地域散策
取り組み主体 ： 城島地区地域活動推進会議

参考
事例 3

2件 

4件 

3件 

1件 

3件 

14件 

11件 

16件 

10件 

1件 

0件 

2件 

14件 

9件 

2件 

0件 5件 10件 15件 20件  

殉国碑  

八幡神社  

庚申塔  

地蔵尊・稲荷  

大住中壁画  

貴船神社・臥牛・哭き荒神  

食用バラハウス  

城所山から見る城島の眺望  

浄心寺  

城所観音堂  

馬頭観音  

興淵寺  

富士・箱根・大山の眺望

散策路の木々  

その他  

※複数回答あり  
【他地域の人たちに紹介したい、
　　もっと活かしていきたいと思った場所】

身近にある地域資源の良さを実感することで、郷土愛が醸成される。

幅広い世代に参加してもらうことで若い人の声を聞くことができる。

● 

● 

幅広い世代に参加してもらうためには、地域関係団体との連携・
協働が必要。

● 
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 仕組みづくり Point

自治会エリアの90％以上が海抜3～4mで、1～4mの浸水が想定される、津波・高潮に弱い地域ですが、約50年間河川
の氾濫・災害などは無く、住民の防災意識はあまりありませんでした。そこで東日本大震災を契機に大地震に伴う甚大
な津波災害に対する住民の意識改革と地域防災体制の構築をめざしました。

東日本大震災で地震・津波に対する関心が高まり、想定される津
波の高さが6.9mから9.6mに見直されたことに伴い、津波の到達
時間は６分と設定された。この6分以内に安全地域に避難すべく
訓練を実施するとともに、高台の避難場所への具体的な避難
ルートを選定し共有する

2018年津波合同訓練風景

みんなで実感してみよう

背景・目的

実施内容

ねらい

① 独自作成の津波ハザードマップ、市と最短な逃げ地図等の作成

② 逃げ地図を用いて安全・最短避難ルートを選定し、全戸に配布

③ 毎年複数自治会との合同避難訓練の実施

実施のポイント

効果と今後の課題

声を聴き、参加できる
場づくり
自治会、小・中学校

1 チーム（体制） 2 プロセス（手順）

みんなで調べる
みんなで訓練し
実感する

3 ツール（方法）

まとめ方
避難マップでの見える化

A2

市と共同で作成した避難マップと逃げ地図

津波到達時間6分以内に避難できる安全・最短ルートを
選定できた。

● 

津波ハザードマップと逃げ地図の地域住民に向けた周知徹底
と、無関心層への働きかけ。

● 

行政を巻き込み、複数の地域団体と避難訓練を実施。また、市
助成金を活用し自分たちが探索し作成した最短な逃げ地図を
全戸に配布できた。

● 

この活動を通じ、住民同士が助け合う気持ちが芽生え、住民
の絆づくりを推進することができた。また、住民の防災意識の
向上が図られた。

● 

なでしこ公民館で市と地区ごとで逃げ地図を用いての
ワークショップ①

なでしこ公民館で地区ごとで逃げ地図を用いての
ワークショップ②

平塚工科高校での避難訓練の様子 平塚工科高校体育館での避難訓練の様子

平塚ガーデンホームズでの避難訓練の様子① 平塚ガーデンホームズでの避難訓練の様子②

津波防災への取り組み
取り組み主体 ： 撫子原自治会

参考
事例 4
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 仕組みづくり Point

働く世代の子育てを支えるために、放課後の子どもたちの居場所づくりとして、2005年から地元小学校の空き教室を活用
し、地域の各種団体の連携・協力により運営を開始しました。国からの事業支援の中で放課後児童クラブ（2022年一般
社団法人化）、放課後子ども教室事業へと展開し、地域全体で子どもを育てていく新しい地域コミュニティづくりに取り
組んでいます。

地域ぐるみのサポート体制を取りながら、子どもの成長を見守り、
体験学習の場と支える人を確保し、持続可能な地域運営をめざす。

やわたのいえの懇親会

柔軟性と機動性あるチームで運営していこう

背景・目的

実施内容

ねらい

① やわたのいえ（放課後児童クラブ） 2005年～
　 放課後児童支援資格を有する専門家を中心に子どもの
     見守りを行う学童保育の役割を持つ

② やわたひろば（放課後子ども教室） 2007年～
　 PTAや民生児童委員、青少年指導員などの地域団体有志が
     支援者となって様々な体験・学習プログラムを実施

③ 年会費制で支援する人材の確保

④ 学校の空き教室を利用するため、セキュリティ対策に注力

実施のポイント

A

B

C

D

E

学校と地域団体が連携した
コミュニティ・スクールの原型
サポーターズ体制

1 チーム（体制） 2 プロセス（手順）

目標を掲げる
振り返りから活動を更新

3 ツール（方法）

SNS活用
国の制度活用

仕
組
み
づ
く
り
ヒ
ン
ト

B1

やわたひろばのお花教室

学校との空間区分

● 子どもたちの生きる力を育み、働く親の安心感を高めて
　 いくことは定着しつつある。

● 継続性を確保するため、経営実務を担う人材と
　 事務局体制の整備が必要。

効果と今後の課題 夕暮れコンサート コカリナ

ペットボトルロケット 卓球教室

やわた子ども村の運営体制

年次レビュー    2022年11月28日

やわたのいえ 職員の専門性の確保 やわたひろば 担い手

地域による子育て「やわた子ども村」
取り組み主体 ： やわた子ども村

参考
事例 5
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 仕組みづくり Point

地域には人口が増えていた時代に作られた組織や活動が現在も残っていますが、人口減少と高齢化が進み、なかなか新
たな担い手がみつからないことも多くなっています。そこで、人口構成のこれからを見通すとともにこれまでの活動の全
容を把握しながら、これからの課題の特定や、地域活動の在り方について話し合う“棚卸し”を令和2年・3年度の「ひらつ
か地域づくり市民大学」で試みました。

高齢化や核家族化、人口減少によって生じる新たな課題に備え、取り組むため、地域で共通認識を作り、
現在それぞれの団体が取り組む活動を一覧にし、内容の見直しを図るきっかけをつくる。

活動をチェックして、棚卸ししていこう

背景・目的

実施内容

ねらい

① 地域の状況を丁寧に掴む（調べる・数える、見える化する）（表1）
　→人口推計、人口構成、高齢化率など今後の見通しを地域で共有する。

　 　今はできていることでも、数年後には物理的に困難になることを地域みんなで確認する。

検討・実施のポイント

③ できれば活動時間も書き出して、合計を計算する。

④ 一覧ができた時点で地域で共有し、一緒にできることはないか？
　 協力して効果的に行えるものはないか？など、優先すべき事項から話し合っていく。

自治会、各種団体の連携1 チーム（体制） 2 プロセス（手順）

近い将来の状況を共有
活動の見直し
合同で企画

3 ツール（方法）

ヒアリング
ワークショップ

B2

（表1）見える化シートの一例

国 勢 調 査 データを整 理し、単
に高齢化率や人口だけでなく、
世代別の人口構 成や単独世帯
の実数を明らかにして、地域で
共 有 する。（回 覧 板 で の 配 布
や、H P などを活 用している自
治体もある）

● 具体的な数値で地域の現状や変化をみることで、共通認識を持つことができる。

● 幅広い世代を交えた話し合い（整理することに対してどう思うかなど異なる世代にも聞く）を
　 積み重ねていくことがポイント。

● それぞれの活動の意味を振り返って考えることで取り組みやすいところ、手をつけやすいところが共有できる。

効果と今後の課題

② 地域の活動を洗い出す（表2）
　 →それぞれの組織の地域活動の日数、会議を書き出していく。
　　（会や組織の代表や役員の方々に書き出してもらい、地区全体で一覧にしていく）。

（表2）役員の棚卸し（このシートは公民館長）はこのようなシートを使って各役員がどのくらいの
業務を担っているかを可視化し、見直すべき点や改善点を話し合うきっかけとします

参加者の皆さん他地域の現状と比較する様子地域づくり市民大学にて
役員の仕事の棚卸しを行った

地域づくりワークショップの様子

地域活動の見直し（組織・活動・行事の棚卸し）
取り組み主体 ：自治会・町内会、公民館、各種地域団体ほか

参考
事例 6
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 仕組みづくり Point

土屋地区は人口減少や少子高齢化などにより、地域コミュニティの維持が難しくなりつつあります。地元の歴史的資源
としては、鎌倉幕府設立に大きく貢献した地元土屋氏の存在があります。しかしながら、土屋三郎を聞いたことがある人
は少なく、情報は残されているが、若い人が知る機会は少ない、関連行事は限られた人のみで実施しているなどにより、
地域の歴史の伝承が途絶えてしまう可能性があります。そこで、大河ドラマ「鎌倉殿の13人」の放映を機に、地元土屋氏
のことを多くの人が知り、興味を持ち参画してもらうことによる新たな地域づくりを目指しました。

年間を通し、ジャンルや参加対象を変えた13の企画を生み出し、
様々な年代の方を巻き込んで地域を盛り上げる。

地元に存在する歴史的資源を活用して地域を盛り上げ、
多世代が参画する仕組みをつくる。

多世代で共有できる目標をつくろう

背景・目的

実施内容

ねらい

多くの人に土屋の歴史に興味を持ってもらうとともに、様々な
組織、グループや様々な年代の人々と新たな協力関係を持つ
ことができた。

① 土屋公民館主事が土屋の歴史に興味を持ち、
     これを地域づくりの材料にしようと考えた
     →地域資源の再発見・掘り起こし

② 大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」放映と同時進行
     →チャンスを見逃さない

③ 鎌倉殿の13人にかけ、年間を通し、ジャンルや参加対象を
　 変えた13個の企画を立案
     →中学校の総合学習と連携
     →世代、性別に関わらず多くの人に参画してもらう

④ 興味を持った人で新たな企画を立案して実行する
     →仲間を増やす：主導者の地元の歴史を知り、学び、広く展開
　　 しようとする強い意思と行動力が大きな推進力になった

実施のポイント

効果と今後の課題

ちいき情報局「ふるさと土屋」で定期的に情報発信

A

B

C

D

E

公民館を中心に地域、
学校、関連団体との連携

1 チーム（体制） 2 プロセス（手順）

課題を共有する
目標を掲げる
みんなで取り組む

3 ツール（方法）

歴史資源
現地めぐり
ヒアリング

仕
組
み
づ
く
り
ヒ
ン
ト

C1

平塚八景　七国峠・遠藤原（土屋）

●

大河ドラマブームが過ぎた後、どう繋げていくか、活動を継続
する上での人・組織づくりをどうするかが課題になる。

●

１３の企画

ふるさと土屋HP企画投稿「鎌倉殿と土屋氏」（ネット）

特設図書コーナー「鎌倉殿と土屋氏」（読む）

与一の会甲冑展示（展示）

「歴史を歩く“金目ウォーキング”」（歩く）

「土屋氏史跡めぐりと与一落語」（歩く＆鑑賞）

「源頼朝とその時代」（講義・高齢者向け）

新緑のハイキング「真田与一と岡崎四郎の史跡をめぐる」（歩く）

七夕飾り「土屋の魅力をつなげよう」（作る＆見る）

土屋小６年生社会科特別授業（講義・児童向け）

身近にある「土屋の歴史」（講義・保護者向け）

「鎌倉殿と平塚の七人」ゆかりの地バスツアー（講義・歩く）

ふるさと土屋かるためぐり（歩く）

かるたイベント（遊ぶ・子ども向け）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13
❺ 甲冑姿の中学生が史跡案内

ふるさと土屋かるためぐり12

❸ 与一の会　甲冑展示

かるたイベント13

歴史からの地域づくり
取り組み主体 ：土屋公民館

参考
事例 7

48 49



A

B

C

D

E

仕
組
み
づ
く
り
ヒ
ン
ト

 仕組みづくり Point

須賀新田地区は相模川を隔てた飛び地にあり隣接地は茅ヶ崎市になります。265世帯572人が暮らす(2023.10月時点）
住宅地で約4分の1が65歳以上の高齢者。最寄りのバス停までは約1kmあり、いわゆる「交通空白地帯」です。地区内に
商店はなく買い物に不便が生じていました。一方で高齢化のなか、地域からはサロンの開催などの日常生活の支援に対
する要望もありました。公共交通機関が利用しにくい、免許返納により車の運転ができない、住み慣れた地域で心豊か
に暮らしたいと願う地域住民のニーズに応えたいと活動を開始しました。

移送支援については買い物（往復）、通院（往路のみ）を行って
いる。買い物は週2回の定例日に乗り合いで既定の近隣スー
パーの他、別のスーパーへの要望にも応じている。通院は事前
の予約制で、JR茅ヶ崎駅から平塚市民病院までの範囲で往路
のみ対応している。

住み慣れた地域で暮らしたいと願う地域住民の暮らしの
足を支える。

目標を前提に取り組み・活動を企画しよう

背景・目的

実施内容

ねらい

① 地域の要望を丁寧に拾う
　 →主な事業：介護予防（ウォーキング・ゲートボール・サロン）、
　　 生活支援（移送支援・軽易な生活支援）

② 福祉関連法を知る
     →道路運送法、介護保険法

③ 地域の資源を活用し、連携・協力の輪を広げる
     →地域力（自治会・地域活動団体・福祉村・平塚市）
　　 神奈川県の協働事業への参画、NPOとの協働

④ 持続可能な取り組みにするための組織づくり
     →会費制、助成金の活用（事務費の半額助成：平塚市）
　　 2018年11月発足

⑤ 支援実績：139回（189名）　2022年度実績
     →内訳：買い物支援 76回（延べ122名）
　　　　　通院支援 56回（延べ57名）
      　　　  選挙投票 2回（延べ5名）
　　　　    高齢独居者食事会等 5回（延べ5名）

実施のポイント

自治会、町内福祉村、
市との連携

1 チーム（体制） 2 プロセス（手順）

ニーズを丁寧に聞く　
目標を掲げる
みんなで取り組む

3 ツール（方法）

ヒアリング
送迎車両のPR
新たな支援制度の活用

C2

2019年（送迎車にステッカーを貼る。活動のPRとしても効果大）

2018年12月（開始時）

2021年7月（3年目コロナ禍）

移動手段のない高齢者は社会との交流が限定され、認知症やフレイルに陥りやすい。
移送は人との交流により介護予防につながる。

効果と今後の課題

実施内容

主な移送支援先

→2022年後半から買い物支援は週2回となり、
　配車および利用者も増加傾向にある。

［ 直近の月平均配車 ］ ●買い物が延べ9台 ●通院が延べ7台

●

持続性・安全性の確保、運転者の定期的な補充や安全講習の実施の継続、運転者への謝礼を継続的に
実施することが課題になる。

●

●平塚市民病院 
●平塚共済病院
●井上クリニック 
●坪井医院

●茅ヶ崎中央病院
●ロピア萩園
●たまや浜見平

平塚市 茅ヶ崎市

地域住民の暮らしの足を支える仕組みづくり
取り組み主体 ：須賀新田シニアクラブ

参考
事例 8
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 仕組みづくり Point

崇善地区の活動を知ってもらい、地域を元気にしていくため、ちいき情報局をより活性化させていこうと、文字と写真
による従来の投稿だけでなく、臨場感がダイレクトに伝わる動画のメリットを活かし、取材対象ごとに文字と動画によ
る投稿に取り組んでいます。

動画を活用し、地域活動の周知を図るとともに、地域を元気にする。

活動状況を見える化して発信・周知してみよう

背景・目的

実施内容

ねらい

① 第一段階：ちいき情報局の周知と動画投稿者の仲間探し
     第二段階：撮影作業を通して、動画の面白さ、楽しさを周知
     第三段階：編集作業の講習を通じて動画完成の喜びを実感

②「動画をつくるって本当に楽しい！」これを体感してもらうため
　 に町内の協力を仰ぎ住民参加型動画「七夕踊りだ、全員集合
　 明石町」を企画・立案・実行した。

④ 現在は活動を崇善地区全体に広げ、今年の夏には「崇善の夏ま
　 つり」と題して、地区の各町内会、自治会から夏まつりの写真
　 を提供してもらい動画風に編集して投稿、アクセス数を大幅に
　 上げることができた。

③ 作成にあたっては町内の多くの人が参加した。
　 →踊り手は老若男女、職業も様々な方を、また出演者をもり
　　 あげるチーム、音響・カメラ等も町内有志が参加。出演者と
　　 撮影スタッフに一緒にモノをつくる楽しさ・喜びを実感して
　　 もらった。

実施のポイント

A

B

C

D

E

地元店舗、企業の協力1 チーム（体制） 2 プロセス（手順）

楽しさの共有
振り返りによるPR　　　

3 ツール（方法）

動画の工夫
HPからの発信

仕
組
み
づ
く
り
ヒ
ン
ト

D1

効果と今後の課題

実行委員での動画撮影風景

現行の写真記事

実行委員での動画撮影風景

地域とのつながりができた 地域の商店街や住民の協力で崇善地区の魅力アップを図る

崇
善
地
区

ち
い
き
情
報
局

● 動画投稿は、人を明るく、元気にしてくれる効果がある。

● 関わる人をどう増やしていくかが課題。

● この活動を通じ町内会と住民との結びつきはもちろんだが
ちいき情報局の周知にもなり、住民とのパイプも出来た。

● 今後は動画講習会の講座を立ち上げ、一連の講習を通じて
人材を確保したい。（今後、崇善公民館の事業の一つとして
動画講習会を複数回開く予定）

動画で地域を元気に！
取り組み主体 ：崇善地区ちいき情報局

参考
事例 9
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 仕組みづくり Point

愛着あふれる心ときめく街をめざして

2013年に整備され、人口約3,300人が暮らす大規模マンション群において、様々な世代の人たちが楽しく企画・実施す
るイベントや情報発信を通じ、年代を問わない自治会役員・ボランティア体制を整え、住民参加型のまちづくり、コミュ
ニティ活動を展開しています。

自治会活動を義務感からではなく、自らが楽しんで参加できる環境
づくりとして、「自治会レボリューション」と銘打ったタウンマネジメ
ント手法により、地域への愛着度アップ、地域活動への参加者増
加、幸福度の向上、また参加してみたくなるサイクルをつくってい
く。

参加から企画・運営側へのレールをつくっていこう

背景・目的

実施内容

ねらい

実施のポイント

A

B

C

D

E

若い世代の役員受け入れ
ボランティア体制

1 チーム（体制） 2 プロセス（手順）

目標を掲げる
楽しく取り組む
広く周知する

3 ツール（方法）

実行委員会での企画
オンライン配信
HPからの発信

仕
組
み
づ
く
り
ヒ
ン
ト

D2

参考
事例10

ビジョン：私たちがめざしているまちの姿
→愛着あふれる、心ときめく街

ミッション：私たちが果たしたいこと
→すべての人が手を取り合い笑顔が輝く街づくり

バリュー：私たちが大切にしたいこと
→笑顔・喜び・感動／住民参加／仲間との楽しい思い出づくり

「コスト」：楽しい企画・実践への時間／汗／苦労
→イベント・活動ごとにチーム（役員＋ボランティア）対応
→若い世代を含め楽しいアイデアの取り込み

「報酬」：コストに対する参加者の笑顔／感謝のメッセージ／充足感
→イベント後のアンケート結果や感謝の言葉をHPで紹介
→コロナ禍を契機にオンライン「jichikaiTV」を開設し、
　まちの様子や活動を紹介

「愛着」：報酬を感じられる街を好きになる
→自治会総会資料もキャッチ－に（読んで楽しい内容構成）
→オンライン「jichikaiTV」を通じた親子での参加

① 自治会としてみんなと共有できる目標の設定

②愛着アップを生み出すタウンマネジメント手法の導入

①若い世代が自治会役員へ参加する契機をつくった

小学5年生でのお祭りボランティアに参加したR子さんは中学
2年生で2022年自治会役員に立候補し、当選。WEB広報・音
楽イベント担当。
2023年改選では15人中4人が中学生から大学生の若い役員

② 楽しむボランティアの増加

活動効果

2019年「ブリリア縁日まつり」

自治会役員の募集チラシ

そして、来年もやってみよう、参加しよう！のサイクルへ

●

メインイベントである2023年10月の「ブリリア縁日まつり」に
は200名を超えるボランティアが参加。

●

●

お祭りボランティア
　／自治会役員立候補者の推移

取り組み主体 ：BrilliaCity横浜磯子自治会
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平塚市では、2016年度から2023年度を計画期間とした総合計画において、将来にわたり「市民が幸せに
暮らすことができるまち」の実現を目指し、SDGsを意識した持続可能な行政運営の推進に向けたまちづ
くりを展開してきました。

2024年度から2031年度を計画期間とした新たな総合計画においては、2070年までの人口推移を意識した
上で、高齢者数がピークを迎える2040年頃を見据えて策定されています。また、市民ワークショップで共有
したまちの将来像である「私たちが主役のひらつか」を未来につなぎ、市民、企業、行政それぞれが主役と
なって、「市民が幸せに暮らすことができるまち」の実現を目指し、以下のようにまちづくりの基本姿勢を
掲げています。特に、これからの社会経済環境の変化を見据え、組織の在り方、協働の在り方も含めたチャ
レンジの姿勢を打ち出しています。

地域・まちづくりの共創にむけて
これからの

私たちの平塚市は、海、川、里山と肥沃な田園が広がる環境のな
か、東海道宿場町をルーツに、高度経済成長を支えた多くの製造
業の立地や商都平塚の復興の象徴ともなった七夕まつりを交流・
活力の原動力に、まちのかたちを整え、資源や資産を活かす工夫
をしながら、暮らしの安全・安心、健康・元気を高めてきました。

10年後、平塚市は市制施行100周年を迎えます。
SNSはさらに進化し、暮らしのなかでの様々な事象への対応や課題解決にAIが果たす役割は大きくなって
くることが予想されます。一方で、未知なものへの想像力、ひとそれぞれの想いをかたちにしていくデザイ
ン力、多様性を受け入れながら人と人をつなぐ力はますます重要になっていくと思われます。
わがまちを愛する想いと顔が見える対話がまちをつくり、そして世代を超えてみんなで心地よい汗をかくこ
とがまちを磨いていく源泉であることは変わらないのではないでしょうか。

平塚の資源・資産のルーツ・原動力

“これまで”のまちの変化

新たな変化や課題に対して受け身になるのではなく、組織の縦割り意識を排除し、失敗を恐れ
ずに対応するとともに、その結果から速やかに改善点の発見や別の解決策への移行を繰り返す
ことで、機動性の高い施策を展開します。

人口構造や社会の変化に対応したまちづくり1

人材の育成や確保、職員の能力を発揮できる制度・組織づくり等にも取り組むことにより、人・
組織の活性化や最適化を図ります。

効率的・効果的な行政運営によるまちづくり2

市民や事業者等と連携して本市の魅力を効果的に発信するシティプロモーションを推進し、市
民のまちに対する愛着の醸成と対外的なイメージの向上を図ります。  

愛着を持てるまちづくり3

市政情報の積極的な発信や市民、企業、大学、各種団体などとの情報共有等の取組を進めると
ともに、多様な方法による市民参加や知識、経験、技術等を活かす協働の機会を提供します。 

市民等との協働によるまちづくり4

行政間の連携によるまちづくり5

1950年～　商・工業の成長、平塚七夕（まちづくり拡大の原動力）
1970年～　多様な文化公共施設（周辺に先駆けた文化の発信）
1990年～　総合公園、ベルマーレ／ビーチパーク（健康・スポーツの発信）
2010年～　花菜ガーデン、湘南平リニューアル（資源・資産の刷新）

みんなの想像力を創造力に！

● 自分たちが暮らす地域の資源・資産・立地条件の再認識と活用
● こうしたいということに知恵と工夫でチャレンジしていく

国・県の政策を踏まえ、直面する課題に対して適切に対応することも必要となります。このような
背景を同じくする自治体と、お互いの行政運営の効率化を図り、連携して課題解決に取り組みます。 

■総合計画における「まちづくりの基本姿勢」

総合計画における「まちづくりの基本姿勢 」からの抜粋

■“これまで”を振り返り、“これから”を考えるへ！ 

農・食の資源
街道文化、保養地文化

海、川、田園、丘陵
旧海軍火薬廠跡地

多様な教育機関
（農・商・工・特別支援）

若い世代の想像力、デザイン力、多様性・
リアルコミュニケーション、AI化との共生

“これから”の視点
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● 地域のニーズや課題に関する部局間の情報共有が大切

● チャレンジしていくための次世代職員の部局を横断したチーム・環境づくりが大切

● 同じ目的の活動は、統合・再編を検討し、時代に合った企画・運営を

● 地域の実状に合った地域団体の役員数、会議数へ見直しを

● 公民館職員が自ら学びを重ね、市の考えや情報等を伝えながら、
　 課題解決に向かって走る地域団体に寄り添う「伴走者」に

● まちへの愛着を育み、地域活動に参加したくなる情報発信・体験交流を積極的に支援

これからのわがまち物語へ

「
協
働
」
を
「
共
創
」へ

平塚市では、平成25年度より、湘南NPOサポートセンターとの協働で「ひらつか地域づくり市民大
学」を開講し、地域の様々な個人や団体をつなぎ、地域課題などに住民自らが取り組み、住みよい
地域づくりを進めていくための人材の育成や地域活動に携わる人材のすそ野を広げ、“協働”社会の
基礎をつくる取り組みを進めてきました。

それから10年が経過し、これからは、次世代へつなぐ地域づくりに向け、「誰もが関わりたくなる・
参加したくなる地域活動とは」という原点を再確認しながら、地域、行政それぞれがその役割と主
体性を活かし、相乗的効果を発揮する“共創”へと移行していくことが不可欠ではないでしょうか。

■わがまちづくりの“共創”へ

地域の資源を活かし、自分たちがこうしたいと思うことに向けて、共にチャレンジ、共感できる「わがまち
運営」は地域に何をもたらしていくのでしょうか。 

主体的に地域活動に取り組むことは、私たち自らが暮らす地域・まちの価値を高めていくことにつながっ
ていくと思います。 また、そのような「地域」には、ひと・コト・元気・笑顔が集まり、未来の子どもたちに
とっても愛着の持てる地域・まちになるように思います。  

様々な地域・まちづくりのパートナー（行政・企業・大学・NPO など）との連携・協働を深め、幸福感を醸
成できる持続可能な地域運営を目指していきませんか？

■「共創」の先には

若手行政職員の声

● “これまで”にとらわれない“これから”のための楽しい活動・行事へ

● 様々な世代が参加しやすい、動きやすい場づくり、役割づくりへ

● 世代を超えた地域のつながり・交流を生み出す公民館の利活用

● 地域の安全・安心・元気の維持・向上のための資金調達と受け皿づくりへ

市民の声

● 地域行事・活動を知ることで、地域への愛着と社会への貢献を学ぶ機会を

● いざという時を見据えた地域とのつながり・連携を大切に

● 地域活動に関わる“ひと”を育て、“スキル”を活かせる協力体制へ

企業・学校の声

共創へのキックオフ 共にチャレンジ、共感できる「わがまち運営」へ！

私たちの先達はその時々の禍を乗り越え

今のまちをつくってきました。

そこには大切な物語があります。

わがまちを愛する気持ち

子や孫に引き継いでいきたい思いを紡いできた足どりです。

わがまち物語という終わりなきドラマづくり。　

舞台は? 脚本家は?スポンサーは? そして主役は誰か?

楽しいところに人は集い、元気が生まれます。

想いを形に ! 知恵を力に! できることからしたいことへ !

人のつながりを大切に、共に考え、行動することから

これからの“わがまち物語”をつくっていきましょう！
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高齢者数がピークを迎える2040年頃を見据え、市制100周年を展望して、
市民と市が共通の理念を持ち、まちづくりを推進していく最上位の計画です。

平塚市の地域・まちづくりに関する各種計画

● 平塚市総合計画（2024年2月策定）

総合計画の実現に向け、各課が所管する個別計画があります。

● 平塚市各課が所管する個別計画

平塚市協働のまちづくり基金（市民活動推進補助金）を活用し、
地域課題（まちの困りごと）解決を目的とした活動を紹介しています。

● 平塚市みんなのまちづくり事例（2019年度～）

自治の基本理念やまちづくりの指針のもと、
市民、議会、行政の基本的なルールを定めています。

平塚市の地域・まちづくりに関する各種条例

● 平塚市自治基本条例（2006年施行）

魅力と活力あふれる地域社会の実現に寄与するための市民活動を促進する条例で、
これにもとづく支援措置として「市民活動推進補助金」があります。

● 平塚市市民活動推進条例（2002年施行）

市民が市政やまちづくりに対してどのような意見や要望を持っているかを調査しています。

平塚市の地域・まちづくりを考えるうえでの参考資料

● 平塚市市民意識調査（2016年～）

地域のこと知るうえで基礎となる地理情報・データを利用できます。

● ひらつかわくわくマップ（地理情報システム）

まちづくりの基本理念をはじめ、まちづくりを市民、事業者、市が
協働で進めるためのしくみや手続き、基準などを定めています。

● 平塚市まちづくり条例

※ひらつか地域づくり市民大学　共催（2013年スタート～）
※ひらつか市民活動センター　　協働運営（2017年スタート～）
※ひらつか元気地域事例集　　　発行（2016、2017年）

ひらつか市民活動センターは、さまざまな
分野の市民活動団体やボランティアなどで
活動している人たちや、これから活動しよ
うとしている人たちを応援する施設です。

● ひらつか市民活動センター
  （2003年開設）

JR 平塚駅

崇善公民館

ひらつか市民
活動センター

国道 1 号

旧東海道

北口

南口
大磯 茅ヶ崎 

崇善小学校東

平塚市民
センター

平塚八幡宮

西口

宮の前

平塚駅前市民プラザ前

1F

2F

MAP

湘南NPOサポートセンターは、組織や制度の壁を越え、人々がつながり共に行動す
る市民社会をつくるため、NPO・自治体・企業・大学等と連携し社会課題・地域課
題の解決に向けて活動しています。

● 湘南NPOサポートセンター（2011年NPO法人登記）

参 考 資 料

MEMO
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